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学
園
の
森
に
コ
ス
モ
ス
が
咲
き
、

つ
く
つ
く
法
師
が
な
く
よ
う
に
な

る
と
、
海
に
、
山
に
明
る
く
頼
も

し
い
喧
燥
を
ふ
り
ま
い
て
、
夏
休

み
を
送
つ
た
子
供
ら
が
、
走
つ
て

も
走
つ
て
も
「
秋
だ
、
勉
強
の
二

学
期
だ
。
」
と
、
わ
だ
ち
の
ひ
び

き
に
も
消
え
ず
、
沿
線
に
す
だ
く

虫
の
声
に
送
ら
れ
な
が
ら
、
元
気

で
二
学
期
の
学
習
に
と
り
か
か
る

た
め
、
東
京
に
帰
つ
て
く
る
。
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さ
・
よ
・
う
・
な
・
ら
・
夏
休
み

楽
し
か
つ
た
「
夏
休
み
の
行
事
」

長
い
夏
休
み
が
お
わ
り
、
海
か
ら

山
か
ら
子
供
達
が
帰
つ
て
き
た
。
「
夏

の
教
育
」
と
し
て
最
も
大
き

な
効
果
を
挙
げ
た
区
の
緑
蔭
子
供
会

も
、
去
る
二
十
九
日
西
新
井
大

師
境
内
で
キ
ヤ
ン
プ
フ
ア
イ
ア
ー

を
囲
み
、
静
か
に
火
を
消
し
な
が
ら

幕
を
閉
じ
た
。

七
月
二
十
一
日
か
ら
八
月
三
十

一
日
ま
で
四
十
二
日
間
、
千
住
新

橋
の
学
童
水
泳
、
区
営
千
住
公
園
プ

ー
ル
の
水
泳
訓
練
、
更
に
千
葉

県
上
総
湊
の
区
営
臨
海
学
園
、
読

書
指
導
に
活
動
し
た
移
動
図
書
館
「

き
ぼ
う
号
」
、
人
形
劇
や
紙
芝

居
に
、
子
供
の
健
全
な
情
操
を
養

い
育
て
た
巡
回
指
導
班
と
、
子
供

達
の
日
記
帳
に
は
、
必
ら
ず
記
さ

れ
て
い
る
に
違
い
な
い
行
事
の
数
々
。

こ
こ
に
、
こ
れ
ら
の
夏
期
行
事

の
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
を
通
り
な
が

ら
、
写
真
に
よ
つ
て
そ
の
一
端
を

紹
介
し
、
行
く
夏
を
惜
し
む
と
共

に
、
「
成
果
」
の
高
低
に
つ
い
て

父
兄
の
批
判
と
子
弟
教
育
に
最
も

必
要
な
〝
子
供
を
知
る
〟
わ
ず
か

な
参
考
に
で
も
な
れ
ば
と
、
「
夏

休
み
の
行
事
」
を
編
集
し
て
み
た

。

【
写
真
左
上
】

七
月
二
十
一
日
か
ら
八
月
二
十
五

日
ま
で
、
千
住
新
橋
、
西
新
井
橋

畔
で
、
開
か
れ
た
学
童
水
泳
会
の

終
了
式
が
、
八
月
二
十
五
日
千
住

新
橋
第
一
会
場
で
行
わ
れ
た
。
会

期
中
の
参
加
者
は
一
日
平
均
第

一
、
第
二
会
場
、
各
二
百
名
。

【
写
真
上
】

毎
朝
六
時
十
五
分
に
な
る
と
区
内

の
各
学
校
の
校
庭
か
ら
明
る
い
メ

ロ
デ
イ
と
共
に
ラ
ジ
オ
体
操
の
声

が
聞
え
て
き
た
。
早
寝
、
早
起
、

そ
し
て
、
涼
し
い
朝
の
中
に
勉

強
。
夏
休
み
の
一
日
は
、
ラ
ジ
オ

体
操
か
ら
初
め
ら
れ
た
。

【
写
真
右
】

七
月
一
日
か
ら
開
園
さ
れ
た
区
営

千
住
公
園
プ
ー
ル
に
は
、
一
日
平

均
七
〇
〇
人
、
八
月
三
十
一
日
ま

で
計
四
一
、
〇
〇
〇
人
の
利
用
者

が
あ
り
、
約
八
〇
%
が
学
童
で
あ

つ
た
。
ま
た
七
月
九
、
十
の
二
日

間
、
学
校
の
先
生
に
対
す
る
水
泳

講
習
会
が
行
わ
れ
た
。
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【
写
真
上
】

緑
蔭
子
供
会
の
行
事
の
一
つ
と
し
て

、
各
学
校
、
子
供
会
の
代
表
五

〇
名
が
、
社
会
教
育
課
文
化
係
員

の
指
導
で
、
八
月
七
、
八
の
両
日
都
下

西
多
摩
郡
五
日
市
町
に
野
外

キ
ヤ
ン
プ
を
行
つ
た
。
静
か
な
山

と
川
に
囲
ま
れ
た
林
の
中
、
キ
ヤ
ン

プ
フ
ア
イ
ヤ
ー
を
囲
ん
で
歌
に
ゲ

ー
ム
に
楽
し
い
一
夜
を
過
し
た

想
出
は
、
二
学
期
を
迎
え
た
教
室

に
鮮
か
に
よ
み
が
え
つ
て
く
る
。

【
写
真
下
】

人
形
劇
、
紙
芝
居
、
歌
唱
指
導

な
ど
、
社
会
教
育
課
が
組
織
し
た

緑
蔭
巡
回
指
導
班
は
ど
こ
え
行
つ
て

も
大
評
判
。
人
形
劇
に
嘆
息
を

つ
い
た
り
、
紙
芝
居
に
手
を
打
つ

て
喜
こ
ん
だ
り
、
そ
し
て
写
真
の

よ
う
に
歌
唱
指
導
で
歌
う
と
き

は
、
お
す
ま
し
し
た
り
。
で
も
本

当
に
楽
し
か
つ
た
。

【
写
真
右
】

宿
題
の
難
か
し
い
問
題
に
ぶ
つ
か

つ
た
と
き
、
「
き
ぼ
う
号
…
」
の

ス
ピ
ー
カ
ー
を
聞
い
て
急
い
で
飛

び
出
し
、
参
考
書
を
借
り
出
し
て

助
か
つ
た
。
満
天
の
星
空
を
仰
い

で
、
星
の
本
を
み
な
が
ら
、
大
熊

座
や
小
熊
座
を
み
つ
け
て
は
喜
こ

ん
だ
楽
し
か
つ
た
夏
の
夜
。
「
き

ぼ
う
」
号
は
、
小
中
学
生
の
読
書

欲
を
満
た
す
た
め
に
、
炎
暑
の

中
、
区
内
を
走
り
ま
わ
つ
た
。
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夏
季
休
暇
を
終
え
て

教
育
主
事
　
高

島

久

光

意
義
深
い
夏
季
休
暇

七
月
二
十
一
日
に
始
ま
つ
た
長

い
夏
季
休
暇
も
八
月
三
十
一
日
で

終
り
ま
し
た
が
、
こ
の
休
暇
程
学

校
の
児
童
生
徒
に
と
つ
て
意
義
深

い
時
期
は
あ
り
ま
せ
ん
。

樹
々
が
緑
濃
い
葉
を
繁
茂
さ

せ
、
色
様
々
な
花
を
開
か
せ
、
暑

さ
に
も
負
け
ず
に
す
く
す
く
と
伸

び
る
よ
う
に
、
元
気
な
子
供
達
に

と
つ
て
は
一
応
学
校
生
活
か
ら
離

れ
て
、
自
由
に
成
長
発
達
す
る
好

い
機
会
で
あ
つ
た
筈
で
す
。
子
供
達

は
夏
休
が
終
る
と
、
身
体
的
に

も
精
神
的
に
も
夏
休
前
に
比
べ

て
、
目
立
つ
て
成
長
発
達
し
て
い

る
の
が
わ
か
り
ま
す
。

学
年
が
進
み
教
科
書
が
新
し
く
な

り
、
気
分
的
に
変
化
す
る
の
は
三

月
末
の
学
年
未
休
暇
で
す
が
、
実
質

的
に
変
化
の
著
し
い
の
は
こ
の

夏
休
で
す
。
従
つ
て
こ
の
休
暇
中

を
最
も
有
効
に
過
し
た
者
と
、
唯

暑
さ
に
負
け
て
だ
ら
だ
ら
と
無
為

無
策
に
終
つ
た
者
と
で
は
、
そ
の

差
は
非
常
に
甚
だ
し
い
も
の
が
あ

り
ま
す
。
学
校
で
は
こ
の
こ
と
を

考
慮
し
て
、
或
は
休
暇
中
の
家
庭

課
題
を
出
し
、
或
は
種
々
の
夏
季

施
設
を
計
画
し
た
り
し
て
、
休
暇

中
と
い
え
ど
も
子
供
達
の
教
育
に

つ
い
て
は
決
し
て
無
関
心
で
は
な

い
の
で
す
。

改
善
さ
れ
た
臨
海
学
園

区
の
学
務
課
に
お
き
ま
し
て
も

こ
の
精
神
に
則
り
ま
し
て
千
葉
県

上
総
湊
の
区
立
養
護
学
園
の
施
設

を
解
放
し
て
、
夏
季
休
暇
中
最
も

海
の
状
態
の
よ
い
時
期
に
臨
海
学

園
を
開
設
し
て
お
り
ま
す
。
湊
の

臨
海
学
園
は
昭
和
二
十
五
年
夏
新

し
く
施
設
が
出
来
ま
し
て
か
ら
今

年
は
第
三
回
目
に
当
り
、
学
園
内

の
諸
設
備
も
年
々
拡
充
整
備
さ
れ

他
の
区
に
比
し
て
勝
る
と
も
決
し

て
お
と
ら
ぬ
も
の
で
あ
り
、
特
に

今
ま
で
唯
一
つ
の
事
故
も
起
さ
な

か
つ
た
こ
と
は
大
い
に
誇
り
得
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
実
施

運
営
に
あ
た
つ
て
は
課
員
全
員
が

全
力
を
挙
げ
て
事
務
を
掌
り
、
学

校
長
が
園
長
と
な
り
相
協
力
し
て

万
全
を
期
し
て
参
り
ま
し
た
。

今
年
は
臨
海
学
園
の
参
加
人
員
小

学
生
二
五
〇
〇
名
(
二
五
〇
名
宛

一
〇
回
)
中
学
生
一
二
〇
〇
名
(

二
〇
〇
名
宛
六
回
)
計
三
七
〇
〇

名
で
、
特
に
各
学
校
共
実
施
前
に

引
率
教
員
、
参
加
生
徒
代
表
等
が

充
分
に
打
合
せ
を
し
て
、
単
な
る

遊
山
気
分
の
海
水
浴
に
終
ら
な
い

で
、
団
体
の
生
活
指
導
、
実
地
学
習

指
導

、
水
泳
を
通
し
て
の
健
康

指
導
等
の
臨
海
学
園
と
し
て
の
目

標

を
生
か
す
よ
う
に
努
力
さ
れ
ま

し
た
の
で

、
そ
の
成
績
は
極
め
て

良
好
な
も
の
で
あ
り
ま
し
た
こ
と

は
誠
に
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
り
ま

す
。

反
省
と
二
学
期
の
心
構
え

夏
季
休
暇
の
終
に
あ
た
つ
て
、

家
庭
の
方
々
も
、
学
校
の
先
生
方

も
、
子
供
達
と
共
に
こ
の
休
暇
中

の
生
活
に
つ
い
て
反
省
し
て
見
た

い
も
の
で
す
。
健
康
状
態
は
ど
う

で
あ
つ
た
か
、
休
暇
中
の
課
題
は

完
全
に
予
定
通
り
出
来
た
か
、
生

活
が
規
律
正
し
く
而
も
自
主
的
に

計
画
通
り
出
来
た
か
等
々
反
省
す

べ
き
事
項
は
種
々
様
々
あ
る
こ
と

で
し
よ
う
。

そ
れ
と
共
に
こ
の
二
学
期
当
初

の
心
構
え
を
充
分
確
立
さ
せ
る
こ

と
が
大
切
と
思
わ
れ
ま
す
。
何
と

い
い
ま
し
て
も
学
校
生
活
か
ら
長

く
離
れ
て
家
庭
で
自
由
な
生
活
を

し
て
お
り
ま
し
た
の
で
、
最
初
は

よ
ほ
ど
心
を
引
き
し
め
な
い
と
休

暇
中
の
惰
性
に
流
れ
て
、
規
律
正

し
い
生
活
や
学
習
が
不
充
分
に
な

り
勝
で
す
。
二
学
期
は
気
候
も
よ

く
運
動
に
も
学
習
に
も
最
も
適
す

る
季
節
で
あ
る
こ
と
を
子
供
達
に

も
十
分
に
自
覚
さ
せ

、
休
暇
中
に

鍜
え
た
身
体
と
自
主
的
な
生
活
経

験
と
を
生
か
し
て
、
学
期
始
め
に

今
学
期
の
計
画
を
立
て
さ
せ
、
自

ら
進
ん
で
学
習
さ
せ
る
態
度
と
規

律
正
し
い
自
主
的
な
生
活
を
さ
せ

る
よ
う
に
家
庭
と
学
校
で
協
力
し

て
助
言
指
導
し
た
い
も
の
で
す
。

今
度
行
わ
れ
る
選
挙
の

補
充
選
挙
人
名
簿
に
つ
い
て

十
月
一
日
(
衆
議
院
議
員
、
最
高

裁
裁
判
官
の
国
民
審
査
)
十
月
五

日
(
都
、
区
教
育
委
員
、
都
議
会

議
員
補
欠
選
挙
)
に
行
わ
れ
る
選

挙
に
つ
い
て
本
年
三
月
に
行
わ
れ

た
衆
議
院
議
員
補
欠
選
挙
の
時
は

ま
だ
資
格
が
な
か
つ
た
が
、
今
回

あ
ら
た
に
資
格
を
生
じ
た
方
登
載

洩
れ
で
選
挙
を
で
き
な
か
つ
た
方

は
左
記
に
よ
り
区
選
挙
管
理
委
員

会
ま
で
届
出
て
下
さ
い
。

一
、
届
出
期
間
　
九
月
十
三
日
か

ら
十
七
日
ま
で
。

二
、
有
資
格
者
　
都
内
に
三
か
月

以
上
居
住
し
て
い
る
も
の

で
昭
和
七
年
九
月
十
三
日

ま
で
に
生
れ
た
者
。

但
し
、
区
教
育
委
員
の
選

挙
は
、
足
立
区
に
転
入
し

て
か
ら
三
月
以
上
た
つ
て

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

経
済
講
演
会

中
小
企
業
の
振
興
、
経
営
の
合
理
化
を
図
る
「
講
演
と
懇

談
」
の
会
を
次
に
よ
り
開
催
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
御

来
場
を
歓
迎
致
し
ま
す
。

一
、
日
時
　
九
月
九
日
午
後
二
時

一
、
場
所
　
区
議
会
議
事
堂

一
、
講
師

中
小
企
業
庁
長
官
　
岡
田
秀
男

〃
　
　
振
興
部
長
　
石
井
由
太
郞

〃
　
　
指
導
部
長
　
小
出
榮
一

東

京

都

商
工

指
導
所
長
　
　
　
　

金
子

有
造

印
鑑
に
関
す
る
事
務

印

鑑

証

明

印

鑑

届

改
印
届

従
来
区
役
所
支
所
の
戸
籍
課
で
取
扱
つ
て
お
り
ま

し
た
右
の
事
務
は
九
月
一
日
か
ら
出
張
所
で
行
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
か
ら
、
御
承
知
下
さ
い

講
演
と
映
画
の
集
い

会
員
各
位

国
際
連
合
に
対
す
る
理
解
を
深
め
そ
の
普
及
を
図
る

た
め
に
左
記
に
よ
り
〝
講
演
と
映
画
の
会
〟
を
開
催

い
た
し
ま
す
か
ら
御
出
席
下
さ
い
。

一
、
日
時
　
九
月
十
三
日
午
後
一
時

一
、
場
所
　
区
議
会
議
事
堂

一
、
講
師

日
本
国
際
連
合

協
会
常
任
理
事
　
　
山
形
誠
一


